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月 20 日 

■ 多くのメンバーにご協力に頂き、感謝しています。 
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テクノロジー委員会 委員長 B類常任理事 村川 

テクノロジー委員会は、情報通信技術を中心とした新しいテクノロジーが AA にどのように活用できるかを企画・立案し、実施していく委

員会です。コロナ禍の急拡大で増大したメンバーからのニーズを背景に、オンラインミーティングを紹介するホームページの立ち上げをサ

ポートすることから活動がスタートしました。 

 その後、北米の経験とアドバイスをもとに、第 26 回評議会、45 周年記念集会オマージュイベントの zoom オペレーションを企画・立案し

サポートすることができました。また、そういった経験を活かして AOSMのオペレーションも行い、アジアオセアニアの AAに貢献することが

でき、その活動を NAATW で国際的に報告し分かち合うこともできました。この蓄積してきた経験を、より多くの仲間と共有する事もこの委

員会の使命ですが、昨年 12 月の西日本圏ゼネラルサービスフォーラムでは、ホスト地域と合同でテックチームを作り、その技術と経験を

相互に受け渡すことができました。多くのメンバーにご協力に頂き、感謝しています。 

（今回紹介するイベントや会議） １２月１８，１９日 西日本圏ゼネラルサービスフォーラム 

９月１８日 ナショナル A.A.テクノロジーワークショップ ７月９～１１日 アジアオセアニアサービスミーティング（AOSM） 

３月２０日 AA日本４５周年オマージュ企画ＯＳＭ ２月６～８日  第２６回 AA日本評議会 
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■西日本圏ゼネラルサービスフォーラム 

開催日：２０２１年１２月１８，１９日 
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2 日間ずっと仲間と繋がっていた安物のパソコンの肩を（どこが肩

かわかりませんでしたが）揉んでやりたいような気持ちに。 

ホスト地域テック班 

大阪南地区 生野グループ サカモト 

西日本圏GSFでは、6名のホスト地域テック班メンバーが、テクニ

カルサポートを行ないました。オンライン経験のあるメンバーもいま

したが、特別パソコンに詳しいという者はいませんでした。割と気心

の知れた仲間でした。みな複数のサービスを抱えているため、打ち

合わせはすべて平日夜間に行われました。全体テック班としては、

他にテック担当理事とテクニカルサポート委員がいらっしゃり、広範

かつ難解な準備をしてくださいました。 

本番 2日前には夜 9:30から、ホスト地域テック班の打ち合わせを

オンラインで行ないました。全体テック班は、Slack というメッセージ

アプリで、連絡を取り合えるようになっていました。その 2 日前の夜

に Slackで打ち合わせ開催の連絡をした所、遅い時間（2名がグル

ープビジネスだったため）の開催にもかかわらず、すぐに Slackやラ

インで参加すると連絡をくれました。 

打ち合わせは、リクエストされている操作の確認に多くの時間が

割かれました。スポットライトという機能を使う操作が、バネルによっ

て違う演出が決まっていため理解に手間取りました。あるメンバー

が他のメンバーの習熟度についてゆけていないと感じたらしく、ス

ネたような発言をした事がありました。すると他のメンバーが「失敗

してもいい事、必ず誰かがフォローしてくれる事」を伝えました。デ

ィスプレイの中で 6人が顔を見交わしている感じがしました。接続を

切った時、パソコンの時計が 23:38 を表示しいていたのを覚えてい

ます。 

本番 1 日目オープニング、まだサ

ポートの手すきの時間、思いつきで

ホスト地域テック班のグループライン

を作りました。結果、私たちはグルー

プラインで手順を確認しながら、迷っ

たら全体テック班の Slack で確認しな

がらオペレーションを進めました。打

ち合わせでスネていたメンバーが、ス

ポットライトをつける操作に成功した時には、次々とグループライン

に賞賛のメッセージが入りました。 
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ずっと 1 人で家にいたのですが、ラインで会話をしながら役割を

こなしていると、リアルのイベントで実行委員をしている時のように

仲間の中に居る感覚になりました。私は休むつもりでいた休憩時

間もスマホで音声を聞きながら、食べ物を買いに出かけました。ク

ロージング、ボブのラストメッセージが流れると、グループラインと

Slack に次々と感謝とねぎらいと感動を伝えるメッセージが入りまし

た。パソコンをシャットダウンする時、2日間ずっと仲間と繋がってい

た安物のパソコンの肩を（どこが肩かわかりませんでしたが）揉んで

やりたいような気持ちになりました。 

 

■ナショナル A.A.テクノロジーワークショップ 

開催日：２０２１年９月１８日 
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ＡＡのスピリチュアリティとデジタルテクノロジーの融合 

Glenn W. 

NAATW, the Nat iona l  A.A. Techno logy 

Workshop Steer ing Committee member  

NAATW (The National A.A. Technology Workshop)は、ＡＡで活

用されているデジタルテクノロジーの経験と力と希望を分かち合う

場として、2014 年に初めてミズーリ州セントルイスにて開催されまし

た。このときは、１年に一度、継続してワークショップが開催できるく

らいのメンバー数、サポートが得られたら充分と考えられていました

が、無事成功をおさめ、翌 2015 年も同じくセントルイスにて開催す

る運びとなりました。この 2015年のワークショップから派生的に生ま

れた TIAA(Technology In A.A.)は、大変注目すべき活動で、ＡＡメ

ンバー同士がデジタルテクノロジーについて論議するオンラインコ

ミュティを立ち上げました。NAATW と TIAA の活動は類似点が多

いのですが、NAATW が主に年次イベントの開催を計画することが

主目的であるのに対し、TIAA は、年間を通してオンライン・コミュニ

ティを開くことを主目的にしています。 

個人的な経験ですが、私が初めて参加したのは 2019年の 10月、

ケンタッキー州ボウリンググリーンで開催された NAATW でした。コ

ロナ感染のパンデミック前で、対面でできた最後のイベントです。

参加する前は、ソフトウエアのプログラマーらが専門用語で話し合

うワークショップになるのだろうと思っていました。しかし、違いまし

た。デジタルの知識はほとんど知らないメンバーから、経験豊富な

テクノロジー専門家、そしてその中間のメンバーらが参加して、会

話が多様であることに嬉しい驚きを覚えました。このワークショップ

は、気楽な雰囲気の中で、ＡＡのサービスとデジタルテクノロジー

を融合させる貴重な機会を提供しており、その重要性は明らかでし

た。その週末、NAATW 運営委員会で、私は運営委員に選出され

ました。とても名誉なことでした。 

2020 年、世界的なパンデミックが起こり、NAATW はワシントン州

シアトルで開催予定だった対面式イベントの中止を余儀なくされま

した。そこで、私たちは一日かぎりのバーチャルイベントを開催する

ことにしました。 

「ＡＡデジタルテクノロジー時代の到来：3 つの観点から」と題され

たセッションでは、TYPG(TokyoYoungPeoplesGroup)のメンバーが

どのようにして ZOOM を使い、どのようにして伝統７に則った献金

決済システムを導入したか」を発表してくれました。また、ＡＡ東京

インターグループ(https://www.aatokyo.org/)への掲載方法等も紹

介してくれました。 

2021 年の NAATW は、ワシントン州シアトルで対面でのイベント

を希望していましたが、やはりバーチャルで行うことになり、2021 年

9 月、延べ３日間開催されました。ハイブリッド（対面とオンライン）ミ

ーティングをしているグループの経験、オープンソースソフトウエア

の活用法、ＡＡゼネラルサービスオフィス（GSO）からのアップデー

トなど、各分科会でさまざまな分かち合いがなされました。 

ＡＡ日本からは常任理事会議長と JapanGSO所長、前述のメンバ

ーが参加して、評議会や AOSM(Asia Oceania Service Meeting)を

バーチャルで開催した経験が分かち合われました。さらに、日本の

ゼネラルサービスオフィスを散歩するおまけ映像までありました。 

このＡＡ日本のセッションを行うにあたり、NAATW 運営委員会は

翻訳をどうするか、検討を迫られました。ZOOM の翻訳機能を使う

という手もありましたが、日本の母国語で直接話を聞くことで一層、

参加者に気持ちが伝わり、力強いメッセージを聞くことができると考

え、英語の訳注を付けながら日本語でプレゼンしてもらうことにしま

した。この方法は、ＡＡのスピリチュアリティとデジタルテクノロジー

の融合を実現するものでした。 

2022年のNAATWは、パンデミックが収束するのを期待しつつ今

のところ、9 月にシアトルにて対面式ワークショップの開催を予定し

ています。現在、企画を練っているところですが、目標はイベントの

週末にバーチャルワークショップのオプションを用意し、「対面とオ

ンラインを、真のハイブリッドイベントにする」ことです。 

 

■第９回アジアオセアニアサービスミーティング（AOSM） 

開催日：２０２１年７月９～１１日 

※第９回 AOSMは、インドをホスト国としてハイデラバードから開催する予

定でしたが、コロナ過によりホスト国での開催が困難となり、急遽、日本か

ら ZOOMによるバーチャル会議をお手伝いすることになりました。 
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私たちは、「デジタル時代にＡＡのメッセージを運ぶ」ことの一端を

担うことができて光栄に思っています。 

Roger  Sou lsby  

Past AOSM Cha irman  

2020 年、年初の爆発的なコロナ感染拡大以来、ほとんどのメン

バーが ZOOMアプリを使いこなすようになりました。しかし、ZOOM

でＡＡミーティングに参加することと、国際的な会議をバーチャルで

開催することとでは、雲泥の差があります。例えば、こんなふうです。

「ホストの裏方作業は誰がするの？」、「時差の問題は？」、「何日も

スクリーンの前に座りっぱなしで大丈夫？」、「ディスカッションはど

うやってするの？」、「うまく投票ができるだろうか？」、「オブザーバ

ーは何人まで参加可能？」このとき私たちに必要だったのは、す

べての問題を一気に解決することではなく、「第一のことは第一に」

というキャッチフレーズのとおりでした。 

今回の AOSM(Asia Oceania Service Meeting)をバーチャルで開

催するための成功の土台を築いてくれたのは議事委員会です。議

事委員会には本当に感謝しています。幸運なことに議事委員会メ

ンバー（グルーディWSM評議員）も参加した日本の評議会が既に

バーチャルで開催されており、これが大変よい参考となり、より複雑

なシステムも適切に運営することができました。日本のテクノロジー

委員会も快く私たちを助けてくれました。 

議事委員会は、情報パッケ

ージの作成、技術チームとの

連絡、E メールやスケジュール

の管理、出席する WSM評議

員やオブザーバー情報を更

新しながら最終調整をし、プレ

ゼンテーションの最適な時間

帯を決める等、準備に準備を

重ね、本当に素晴らしい仕事

をこなしました。 

こうして、ついに私たちは

AOSMのオープニングにこぎつけました。リモートでの参加、長時

間のプログラム、さらにいくつもの裏方作業、すべてうまくいきまし

た。ブレイクアウトルームを設定することで、途切れることなく別々に

委員会を開くことができましたし、インドのハイデラバードからは、現

地の音楽と映像を使った粋な「コーヒーブレイクタイム」までも設定

されました。こうして、時差があるにもかかわらず、多くのメンバーが

退出せずに参加し続ける姿が見られました。 

ニュージーランド時間で日曜日の夜、それぞれの委員会のチェ

アパーソンが持ち帰った議題を全体で審議することになっていまし

た。スクリーンの前に長時間いた参加者にとって、検討・投票する

内容が非常に多く、もっともハードな時間となりましたが、この後の

展開には目を見張るものがありました。 

各国のWSM評議員やチェアパーソンが見せてくれた思いやりや

配慮、理解しようという態度は、ハイヤーパワーを感じさせるもので

した。日本のテクノロジー委員会から導入されたオンライン投票・オ

ンライン集計のシステムは秀逸でした。私たちが投票ボタンをクリッ

クすると、瞬時のうちに集計結果が画面上に表示されるのです！ 

 

AOSMを終えて、いま振り返ってみますと、「短期詰め込み」だっ

たことは否めません。しかし、素晴らしい機会を与えてくれたメンバ

ーの存在を、何度も目の当たりにすることができ大変光栄に思って

います。 

それは例えば、日曜日、会議が予定よりかなり延長したのですが、

ほとんどの参加者が最後まで席を立たなかったこと。ニューヨーク

GSO（ゼネラルマネージャーを含む）も参加していた委員会セクレ

タリーの皆さんが、時差が非常に大きいにも関わらずオブザーバ

ーとしてイベント期間中ずっと参加し続けてくれたこと、通常であれ

ば AOSMに参加できない「誕生したばかりのＡＡグループ」から初

めてのWSM評議員が参加したこと、そして、これまで一度も一緒に

いたことがない人たち、まったく正反対の文化圏から来た「通常な

ら同席することが決してありえない人たち」が参加したことです。 

今回のAOSMには、少なくとも 18カ国から 30名以上の参加があ

りました。オブザーバーの参加もたくさんありましたが、会議の妨げ

にはなりませんでした。ハイデラバードからホスト国の挨拶や歓迎

のビデオが見れたこと、通訳者が活発に働いてくれたこと、ZOOM

の完璧な機能などは素晴らしかったです。ただ、正しいパスワード

でなくて入室できずに待機室で「迷子」になってしまうメンバーもい

ましたが、いずれにしましても ZOOMの会議室を 10室も運営でき

たことを考えると、技術的には最高のできだったと言っていいでしょ

う。 

最後に、今回の AOSMを成功に導いてくれたすべての人に、心

からの感謝とお礼を申し上げます。日本のヒロ(TYPG)さんやテクノ
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ロジー委員会を含め、多くの人が関わってくださいました。サービ

スは回復と一体性の証です。私たちは、「デジタル時代にＡＡのメ

ッセージを運ぶ」ことの一端を担うことができて光栄に思います。 

 

■ＡＡ日本４５周年オマージュ企画ＯＳＭ 

開催日：２０２１年３月２０日 
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「未来へ受け渡していくもの」４５周年記念集会オマージュ企画を

終えて 

企画担当常任理事 村川 

AA日本４５周年記念集会は、2020年３月に尼崎で行われる予定

でしたが、残念ながら集会は中止になりました。一年後の 2021年３

月２０日（祝）。常任理事会主催の初めてのオンラインイベント、

「AA 日本４５周年記念集会オマージュ企画～未来へ受け渡してい

くもの～」が開催されました。 

ゲストには、北米 AA ミシェル常任理事会議長とトリッシュ全州選

出理事（WSM 評議員）を招待し、世界７か国、延べ約 500 名のメン

バーが参加され、スマホではなく電話からも数名が参加されました。

当日は実行委員、テック・通訳ボランティアなど、本当に多くのメン

バーがサポートしてくださいました。 

このオマージュ企画のみならず、AA 日本４５周年記念集会に携

わってくださった全てのメンバーに、この場をお借りして心より感謝

申し上げます。 

（AA日本ニューズレター２０５号より抜粋） 

 

■第２６回 AA 日本評議会 

開催日：２０２１年２月６～８日 
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初めて経験したオンラインによる評議会を振り返って 

 議事（評議会）担当理事 今井 

昨年より続く新型コロナウイルス感染が収束しない状況下、第 26

回 AA 日本評議会（令和 3 年 2 月 6 日～8 日）が開催されすべて

の予定されたプログラムが無事終了できたことをご報告させていた

だきます。 

 

今回の評議会は初めてのオンラインによる進行ということでどの

ような事態が起こるかわからない手探りの状態でのスタートでした。 

無事に開催できたことは、評議会事務局スタッフならびに多くの

事務局ボランティアの経験と変わらぬ熱意と奉仕の精神の賜物で

あったことをこの場をお借りして深く感謝申し上げます。 

（AA日本ニューズレター２０４号より抜粋）  

※ニューズレター２０４号には「オンライン評議会の具体的な施策」「出席

者からの感想等」も掲載しています。ぜひ、ご一読ください。 

 

■第２７回ＡＡ日本評議会に向けて 

開催日：２０２２年２月５～７日 
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評議会事務局 新井 

昨年の第２６回評議会から１年近くが経過し、その間にいろいろ

な経験があり、運営方法の改善や技術力の向上があったことを窺

い知ることができます。 

例えば下の写真からオブザーバー用の仕組みをご案内します。左

は第２６回評議会の様子、ＺＯＯＭ画面を大きなスクリーンに映し、そ

れをカメラで撮ってオブザーバーに提供していました。右はAOSMの

様子、同様をパソコン間の転送で実現しました。（見え難かもしれま

せん。お許しください） 

 

 

この他にも多くの改善がなされており、仲間の変わらぬ熱意と奉

仕の精神を改めて痛感し、感謝に堪えません。 

このようなバーチャル空間でのイベントや会議も、会場と同じよう

に私たちの仲間が準備しています。そのおかげでしょうか、会場と

変わらない分かち合いができたと話す仲間もいます。 

第２７回評議会も、今までの経験を活かしつつ気を緩めることな

く準備を進めています。どうぞよろしくお願いします。 
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